
第２章 図面作成基準 

第１節 完 成 図 

１．規格制限 

図面はすべて表２‐１のＡ版規格とし、仕上げ寸法はJIS P 0138（紙加工仕上寸法）に定

めるＡ１版を原則とする。なお、これにより難い場合はＡ２～Ａ４版の範囲内で使用するこ

とができるものとする。 

表２‐１ 図面の大きさ 

（単位 ㎜） 

大きさの呼び方 Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ 

a×b 

（仕上り寸法） 
594×841 420×594 297×420 210×297 

輪郭 
c 15 15 10 10 

d 45 45 25 25 

２．図面は、作図内容と量によりむやみに余白を生じさせず、作図図面はＡ３版に縮小したと

きに、判読できなければならない。 

３．図面は原則として、レタリングするものとする。 

４．文字や線が不鮮明な図面は、補修を行わなければならない。 

５．原図の紙質はポリエステルフィルム＃200以上とし、損傷や劣化しやすいものを使用しては

ならない。また、ポリエステルフィルム以外の原紙は、縁どり保護をしなければならない。 

６．原図に図２‐１のとおり仕上げ寸法の裁断線を入れなければならない。ただし、発注者が

認める場合は、この限りではない。 

図２‐１ 図面の裁断線 
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７．図面の輪郭は、表２‐１及び図２‐２によるものとする。 

図２‐２ 図面の輪郭 

８．標題欄が、表面にでるように折りたたまなければならない。なお大きさはＡ４版とし、折

りたたみ方は、JIS Z 8311の規定によるものとする。 

第２節 標題欄及び図面表示記号等 

１．標題欄は、図面の右下に設け、次の事項を記入しなければならない。 

（１）作成年月日 

（２）図面番号､発注者が別途定める「図面管理基準」による対象図面のみ記入。（発注者が記

入） 

（３）設計及び施工担当課、係名 

（４）図名、区分 

（５）縮尺 

（６）枚数番号 

２．標題欄等の様式は図２‐３～図２‐５によるものとする。 

図２‐３ 標題欄 (1) 
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図２‐４ 標題欄 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２‐５ 集計表 
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３．図面の表示記号は図２‐６の凡例のとおりとする。管路設計の場合は標題欄の上に集計表

及び凡例を配置すること。 

（注）管路設計の場合、標題欄の上に集計表及び 

凡例を配置すること。 

図２‐６ 凡 例 
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４．配管の表示記号は図２‐７のとおりとする。 

図２‐７ 配管図の凡例 

図２‐７‐１ 表示例 

第３節 図面の縮尺 

１．製図の縮尺は、次の８種を標準とする。 

1/1、1/10、1/20、1/50、1/100、1/200、1/300、1/500 

２．縮尺は、図面ごとにその標題欄に記入しなければならない。なお、同一図面中に異なる縮尺を

用いるときは、図面中の大部分を占める図の縮尺を標題欄に記入し、異なる縮尺のみを、その図

の近くに記入するものとする。 

鋳鉄管継手補強金

具

管　記　号 継　手　形　式 備　　　　考

ＧＸ形継手

Ｐ－Ｌｉｎｋ

Ｇ－Ｌｉｎｋ

ＧＸ形ライナー

ＧＸ形管端面防食材

ＧＸ形乙字管

ＧＸ形仕切弁（受挿し）

ＧＸ形仕切弁（両受け）

ＧＸ帽

耐震補強金具 
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